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イーストスプリング・
インベストメンツについて

英国プルーデンシャルグループの一員であるイ
ーストスプリング・インベストメンツは、投資家
の皆様のニーズを満たす革新的な投資ソリュー
ションを提供しています。過去25年間で、イース
トスプリングは11のアジア市場、北米、欧州の拠
点において確固たる実績を残してきました。 
 
私たちは、投資家の皆様と地域社会の未来に対
してしっかりと投資を行っていきます。イースト
スプリングには共有されたパーパスがあり、こ
れが私たちすべての行動規範となっています。

Experts in Asia.  
Invested in Your Future.  

マネー教育とファイナンシャル・インクルージョ
ン（金融包摂）＊は大きな課題であり、中でも親
から子への教育について、私たちは特に重要視
し、理解を深めるべきだと考えています。 
親は、お金がどのようにして得られるかを子供

たちに知ってもらい、その使い方を深く考え将来に
備えて欲しい、と願っています。

＊ファイナンシャル・インクルージョン（金融包摂） 
とは、貧困層や難民であっても、世界中の誰もが取
り残されることなく融資などの金融サービスへアク
セスでき、恩恵を受けられるようにすることを意味
します。 

しかし多くの親は、自分が子供に正しく教えている
かどうか自信がないために、「他の人がどうやって
いるのか、どのような方法や商品があるのか」を理
解したいと思っています。アジア大手の資産運用会
社であるイーストスプリングは、このトピックについ
て掘り下げて考えました。

このリサーチはDr Mansur Khamitov (PhD, MBA), 

Professor of Marketing and Consumer Behaviour, 

Nanyang Business School SingaporeとDuxton 
Consulting Groupとの共同で行われました。 

「私たちは、子供たちがお金の価値を理解し、豊かな将来のために 
多くの正しい情報に基づいた上で意思決定ができるよう、次世代の 
マネー教育に情熱を持って取り組んでまいります」

ワイ・クワン・セック/ イーストスプリング･インベストメンツ・グループ
最⾼経営責任者（CEO）
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親から子へのマネー教育とは? 

親から子への 
マネー教育とは? 

95% vs 85% 
アジアでは95%、日本では85％の
親が、「子供にお金の使い方や管
理の方法を教えることは重要であ
る」と考えています。

親はさまざまな悩みを 
抱えています。

いつから子供に 
教え始めれば良いのか?

目標はどう設定すれば 
良いのか?

どんな方法やツールを 
使うのがベストか?

他の家庭では 
どうしているのか?

どうすれば正しい教育を 
しているとわかるのか?

「親から子へのマネー教育」とは、お
金に関する経済的･社会的な責任に
ついて、親が子供へ教えることです。

親は、子供たちの経済的行動とその
結果にプラスの影響を与えられるよ
う、自身のお金の使い方や考え方を
伝えます。

イーストスプリングは、親がより良い
模範となって、お金と将来の計画に
ついて子供たちに効果的に教えられ
るように、マネー教育についてのノウ
ハウやツールを提供したいと考えて
います。

その第一段として、イーストスプリン
グはアジア9ヵ国・地域（以下アジアと
いいます）の約10,000人の親を対象
に調査を行い、定量的・定性的な分析
を実施しました。

以下、私たちの分析結果をご紹介い
たしますので、ぜひお役立てくださ
い。
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パート1：  マネー教育の課題
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パート1： 
マネー教育の
課題

多くの親は子供に正しい
投資教育をしているか不
安を抱えています。

51% vs 72%  
アジアでは51％、日本では72%
の親が、マネー教育において、自
分が子供にとって良い模範、教
育役になっているかどうかわか
らないと答えています。

マネー教育の効果を測る明確な指標や
方法はありませんが、自身の教育がうま
くいっていると考えている親は、アジアで
は約4分の1、日本ではたったの9%に過
ぎません。

マネー教育の信頼感指数

イーストスプリングでは、親がマネー教育
についてどのくらい自信を持っているかを
調べるために、調査データを基に｢マネー
教育の信頼感指数｣を算出しました。

この指数は、0.01を最小値、1.00を最大値
とし、値が大きいほどマネー教育への自信
が高いことを意味します。

国・地域によってばらつきがありますが、 
日本は最も同指数の値が低く、0.50でした。

図表1: 国・地域別の「マネー教育の信頼感指数」
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0.65 
アジアの信頼感指数の平均は、

0.650.61
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なぜ親はマネー教育に 
自信が持てないのか?

マネー教育の最終目標の捉え方は様  々

マネー教育の目的に関する設問では、アジ
アの親の58%が「子供がお金の価値を学
ぶこと」と答えています。

日本における回答はより日常生活に結び
付いたものが多く、「子供が物によって値段
が違うことを理解すること」「お金は稼ぐ必
要があることを学ぶこと」などの回答があり
ました。

さらに、「子供が経済的に自立する」、「将来
に役立つ知識を身につける」、「予算の計画
や貯蓄の仕方を学ぶ」などの長期的な目標
となる回答もありました。

マネー教育の成功の定義も親によって様々

日本の親の60%は、マネー教育の重要な
目標として「子供がお金をきちんと管理でき
るようになる」ことを挙げています。

また、日本では回答の半数以上が「子供が
マネー教育を通して幸せで安心できる家庭
生活を送れるようになること」が重要と答え
ています。

その他にも、「子供が大きくなったときに無
借金で貯蓄があること」、「子供がお金を増
やす方法を知っていること」などの回答が
多く見受けられました。

目標や結果は様々であり、親はどのようにマ
ネー教育を行っていけばよいのか、親は不
安に思っています。

子供にお金の使い方や管理方法を教えるた
めに何が必要かについてイーススプリングが
調査したところ、アジア全体では43%、日本
では33%の親が「まずは自分自身でお金の
管理についてもっと学びたい」と回答してい
ます。お金に対する自分自身の知識を高める
ことで、親はより良い模範や教育役となること
ができるのではないでしょうか。

また、日本の親の25%は「他の親が子供に
どのように教えているのか知りたい」と答え
ています。

さらに、「子供へのマネー教育に役立つより
深い知見を得たい」という回答や、テレビ番
組、情報提供サイト、さらにはワークショップ
への参加など、子供へのマネー教育に役立
つツールを探している親がいることもわかり
ました。

図表2: 子供にお金の使い方･管理の方法を 
教えるのに必要なもの

43% vs 33%   
アジアでは43％、日本では33％ 
の親が、お金の管理方法につい 
てもっと学びたいと思っています。

43%
まずは自分自身が

お金の管理方法を学びたい

子供へのマネー教育に役立つような
より深い知見を得たい

他の親が子供にどのように
教えているか知りたい

マネー教育を学校のカリキュラムに
組み込んで欲しい

面白くて教育的な内容の 
TV番組

子供の学習に
役立つアプリ

子供が参加できる
マネー教育プログラム

子供向けマネー教育の
ウェブサイト

子供と一緒に参加できる
ワークショップ

38%

35%

34%

32%

29%

24%

24%

18%
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51% vs 72% 
アジアでは51％、日本では72%の
親が、マネー教育において、自分
が子供にとって良い模範、教育役
になっているかどうかわからない
と答えています。

#マネー教育
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パート2： マネー教育の方法
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パート2： 
マネー教育の方法

59% vs 35%  
「親から子へのマネー教育は、

父親と母親の両方の責任だ」と
考えている親は日本では35％
であり、アジアの他の地域での
59%に比べて非常に低い値を示
しました。

マネー教育において、父親か母親のどち
らか一方がその役割を担っていると考え
る傾向は、日本や韓国で強いことがわか
りました。日本では、母親がこの役割を担
っていると答えた家庭が34%、父親と
答えた家庭が21%でした。また、マネー
教育を家族以外の誰かに任せていると
の回答はほとんどありませんでした。

いつからマネー教育を始めるべきか

大多数の親は、子供が10歳以下のうち
に基本的なお金の管理方法を教え始め
ていると回答しています。この割合はア
ジアで67%、日本では68%です。この
年齢は、子供本人にとってもお金が必要
になり、親がお金を持たせ始める一般的
なタイミングと考えられます。

つまり親から子へのマネー教育は、小学
校低学年から中学年に相当する5歳から
10歳の間に、実質的に始まっています。
子供にとっては計算や読み書きを学び、
紙幣と硬貨の違いがわかるようになる
年齢であり、また様々な価値観や責任感
を学ぶ時期でもあります。

なお日本では、お金の使い方を学び始
めるべき子供の年齢について、36%の
親が「6歳以下」と回答し、32%の親が

「7-10歳」と回答しています。

2歳 
未満

2%

9%

26%

30%

14% 14%

4%

図表3: 子供がお金を使い、管理する方法を 
学び始めるべきと考える年齢 

2-4歳 5-6歳 7-10歳 11-12
歳

13-18
歳

19歳
以上

パート2： マネー教育の方法
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どのようにお金を手に入れ、使うか

調査に参加した日本の家庭のうち52%
は、子供が「親からお小遣いをもらう」と答
えています。

また29%は、「親戚や友達からお金をも
らう」と答えました。

しかし日本の親の多くは、子供に「勤労を
通じてお金の価値を教えたい」と考えて
います。実際、子供の31%はアルバイト
をしており、17％は家事などをしてお小遣
いをもらっているとの結果が出ています。

お金の使い方を教える際には、子供たち
に実生活の経験から学ばせるのが一番だ
と考えている日本の親が多いようです。

指導や助言をする親もいますが、子供の
支出を厳しく管理する親はほとんどいま
せん。

マネー教育における知識と戦略

回答の中には「自分自身の金融知識が足
りない」と感じている親も多く見られ、中
にはそのことを恥ずかしく思っている親
も見受けられました。

親の多くは子供の手本となれるよう、金銭
面での自己管理を慎重に行い、支出や予
算などに対して計画的に対処しています。

またマネー教育の中でも特に、金銭管理
と経済的安定に注力できるよう努めてい
ることがわかりました。

調査に参加した日本人の親の59%は、
子供が経済的に自律できるように預金口
座を開設していると回答しています。

また、31%は家族全体を守るために生
命保険に加入しています。

さらに、22%の親が子供のために投資
信託、株式、債券などの投資商品を購入し
ています。しかしながら、21%の親は子
供のために投資商品を購入せず、預金口
座も開設していません。

図表4: 子供がお金の使い方や管理の仕方を学ぶ上で 
影響を受ける要因 : 0（全く無い）から -10（とても影響する）
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援助や助言を得る

マネー教育において、日本の親は援助や
助言を得るために、幅広い情報源に頼っ
ています。

回答では、40%の親は、友人や家族に援
助を求めることに抵抗がないと感じてい
ます。そして、17%が両親や義理の両親
に相談しています。 

ただし多くの場合、より高度で信頼できる
支援を求めて専門家に相談すると回答し
ています。

例えば、22%はファイナンシャルアドバ
イザーに相談し、16%は銀行でアドバイ
スを求めるとしています。

「インターネットで情報を探す」との回答
は22%にのぼりました。
 
マネー教育のスタイルは、主に親のお金
に関する経験や知識に影響される傾向に
あります。
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親のお金の使い方や
管理の仕方

親の経済的知識

子供の個性

親から 
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国・地域の文化
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パート2： マネー教育の方法
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パート3： マネー教育におけるスキルの改善
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パート3： 
マネー教育における
スキルの改善

親が知りたい3つの疑問

自分の家庭では、どのようなマネー教育
が最適か?

どの家庭にも通用するような、普遍的な
マネー教育の方法はありません。それぞ
れの親が各自の教育タイプを理解し、そ
こから教育方法を身に付け、確立するの
がよいと考えます。
 
当調査においては、下記の5つのタイプ
を考案しました。

①フリースタイル型 
②先導型 
③育成型 
④敏腕型 
⑤バランス型
 
5つのタイプは以下の4項目に基づいて
分類します:

	 子供に自身で積極的に教えたい親 
vs　子供は子供自身の経験から学ぶ
のが一番と考えている親

	 親から子へのマネー教育を重視して
いる親　vs　そうでない親

	 十分な経済的知識を持っていると自負
する親　vs　そうでない親

	 自身は子供に教える適役だと思ってい
る親　vs　そうでない親

1

パート3： マネー教育におけるスキルの改善

マネー教育の最善な方法は、前述の5つ
のタイプによってそれぞれ大きく異なり
ます。

詳しくは、イーストスプリング・シンガポー
ル「親から子へのマネー教育」特設サイト

（外部サイト）にアクセスすることで、ご覧
いただけます。

money-parenting.com

https://www.eastspring.com/money-parenting/quiz-landing
https://www.eastspring.com/money-parenting
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35%  
アジアにおいて35%の親は、他
の家庭が、親から子へのマネー
教育をどのように行っているか
知りたがっています。

2
他の家庭ではどのようなマネー教育が
行われているのか?

多くの親は、子供へのマネー教育が上
手くいっている他の家庭において親が
子供にどのように教えているのか、もっ
と知りたいと思っています。

他の親はどのようにマネー教育を行っ
ているのか？

どのような方法やツールを使うのがベス
トなのか?

3
どうしたら子供たちにお金の管理方法を
教えられるのか？

最も大切なことは、教える側が教える内
容についてよく理解をすることです。 

親はこの点を認識しており、自身の金融
知識を向上させたいと考えています。

つまり、自身の教える内容やアドバイス
が的確で、子供たちによい結果をもたら
すものでありたい、と願っているのです。

43% 
アジアにおいて43%の親は自分
自身のお金の管理方法を、もっ
と学びたいと思っています。

詳しくは、イーストスプリング・シンガポー
ル「親から子へのマネー教育」特設サイト

（外部サイト）にアクセスすることで、ご覧
いただけます。

money-parenting.com

パート3： マネー教育におけるスキルの改善

https://www.eastspring.com/money-parenting
https://www.eastspring.com/money-parenting
https://www.eastspring.com/money-parenting
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マネー教育は、個人や家族だけでなく社会的な観点からも重要なものです。
私自身、マネー教育の研究者であり教育者として、また2人の子供を持つ親
として、この分野の発展は極めて重要であると考えています。イーストスプリ
ングとの共同調査は意義があり、生産的な事業でした。

Dr Mansur Khamitov (PhD, MBA), Professor of Marketing and Consumer 
Behaviour, Nanyang Business School Singapore (NTU)とVice-Chair of 
American Marketing Association’s CBSIG
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